
十
六
世
紀
の
末
、
朝
鮮
半
島
を
中
心
に
し
た
明
・
日
本
・
朝
鮮
の
三
国
 
 

（
1
）
 
 

戦
争
で
あ
る
「
壬
辰
倭
乱
」
は
歴
史
上
に
特
記
す
べ
き
事
件
で
あ
る
。
西
 
 

洋
人
の
東
洋
へ
の
進
出
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
時
点
で
、
東
洋
三
国
の
 
 

は
じ
め
に
 
 

「
壬
辰
倭
乱
」
 
の
記
録
に
現
わ
れ
た
 
 

1
 
『
懲
悪
録
』
と
『
太
閤
記
』
を
中
心
に
 
 

目
次
 
 

は
じ
め
に
 
 

1
．
「
天
」
と
朱
子
学
 
 

2
．
柳
成
龍
の
「
天
」
 
の
概
念
と
特
性
 
 

3
．
小
瀬
甫
庵
の
 
「
天
」
 
の
概
念
と
特
性
 
 

4
．
（
キ
モ
ノ
）
を
着
た
「
天
」
と
（
韓
服
）
を
着
た
「
天
」
 
 

お
わ
り
に
 
 

「
天
」
 
の
特
性
 
 

国
家
的
力
量
を
集
中
し
た
長
期
戦
が
六
年
八
ケ
月
間
も
続
い
て
い
た
。
戦
 
 

地
で
あ
る
朝
鮮
の
被
害
は
言
う
ま
で
も
な
く
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 
 

救
援
軍
を
派
遣
し
た
明
も
滅
亡
の
一
つ
の
要
因
に
な
る
ほ
ど
に
国
力
の
 
 

消
耗
が
大
き
か
っ
た
。
一
方
、
日
本
は
朝
鮮
侵
略
の
目
的
を
達
し
な
い
 
 

ま
ま
豊
臣
秀
吉
の
死
と
共
に
撤
兵
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
明
確
な
勝
利
者
も
な
い
、
講
和
も
休
戦
も
な
し
に
終
わ
 
 

っ
た
戦
争
を
、
当
代
の
朝
・
日
知
識
人
は
ど
ん
な
観
念
で
記
述
し
て
い
 
 

た
か
。
戦
争
の
直
後
に
書
か
れ
た
、
柳
成
龍
の
『
懲
悪
録
』
と
小
瀬
甫
 
 

（
2
）
 
 

庵
の
『
太
閤
記
』
を
中
心
に
調
べ
て
み
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
柳
成
龍
は
朝
鮮
中
期
の
朱
子
学
の
泰
斗
で
あ
る
李
退
渓
の
弟
 
 

子
で
あ
る
が
、
戦
乱
期
に
は
兵
曹
判
書
、
領
議
政
、
四
通
牒
察
使
な
ど
 
 

を
歴
任
し
な
が
ら
国
政
を
総
括
す
る
職
責
に
あ
っ
た
。
乱
後
、
彼
は
官
 
 

爵
を
剥
奪
さ
れ
、
故
郷
で
戦
乱
に
関
す
る
文
書
の
整
理
と
著
述
に
没
頭
 
 

雀
 
 

官
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（
 

こ
れ
は
『
詩
経
』
の
「
懲
悪
」
の
意
味
の
よ
う
に
後
世
の
戦
争
に
備
 
 

え
る
た
め
で
あ
り
、
叙
述
方
法
は
自
分
が
経
験
し
た
壬
辰
倭
乱
を
事
実
 
 

そ
の
ま
ま
記
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
戦
乱
期
の
為
政
者
の
一
人
と
し
て
、
 
 

こ
の
よ
う
な
歴
史
記
述
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
彼
の
忠
君
愛
国
の
精
神
 
 

（
6
）
 
 

に
拠
る
も
の
だ
と
思
う
。
 
 
 

他
方
、
『
太
閤
記
』
は
『
慾
濫
録
』
よ
り
約
二
十
年
後
の
寛
永
二
（
一
 
 

六
二
五
）
年
、
六
十
一
歳
の
小
瀬
甫
庵
に
よ
っ
て
二
十
二
巻
で
纏
め
ら
 
 

れ
た
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
と
し
て
、
当
時
の
史
論
書
的
な
性
格
の
強
い
 
 

（
7
）
 
 

作
品
で
あ
る
。
戦
国
の
乱
世
に
生
ま
れ
た
甫
庵
は
儒
医
と
し
て
多
く
の
 
 

主
君
に
仕
え
た
が
、
大
き
く
登
用
さ
れ
な
い
ま
ま
医
学
・
朱
子
学
・
伝
 
 

（
8
）
 
 

記
な
ど
の
著
述
に
力
を
入
れ
た
ら
し
い
 

『
太
閤
記
』
に
は
彼
の
歴
史
認
識
と
治
世
へ
の
視
点
が
よ
く
現
わ
れ
 
 

て
い
る
。
甫
庵
が
書
い
た
凡
例
を
見
よ
う
。
 
 
 

し
た
。
遂
に
、
宣
祖
三
十
七
（
一
六
〇
四
）
年
、
死
ぬ
三
年
前
に
『
草
 
 

本
懲
濫
録
』
を
完
成
し
た
と
推
量
さ
れ
 
 
 

彼
は
『
懲
濫
録
』
と
名
づ
け
た
理
由
を
そ
の
序
で
次
の
よ
う
に
述
べ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

作
一
也
 
 

レ   

レ
 
 
レ
 
フ
リ
テ
 
 

詩
日
。
予
其
懲
而
 
 

。  フ
ノ
 
。
（
中
略
）
粗
述
其
 
 
 

5
）
 
 

〈
。
〉
 

挙
乱
鮎
一
。
此
懲
悪
録
新
一
以
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ナ
リ
 
 
 
 
ノ
ノ
ノ
リ
マ
テ
 
 

耳
目
所
レ
適
者
。
自
二
壬
辰
一
至
二
 
 こ

れ
は
誰
の
事
で
も
公
正
に
判
断
し
て
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
で
あ
り
、
 
 

甫
庵
は
そ
れ
が
国
と
後
世
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
著
述
態
度
 
 

に
お
い
て
、
六
十
歳
を
過
ぎ
た
老
儒
学
者
で
あ
る
小
瀬
甫
庵
と
柳
成
龍
 
 

は
相
通
す
る
所
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 

●
ナ
リ
 
 
 

ノ
ハ
ヲ
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
二
人
は
各
々
序
で
、
「
其
得
レ
有
二
今
日
竜
也
。
」
（
「
懲
 
 

か
な
ふ
 
 

蕊
録
序
」
）
と
「
天
意
に
合
と
茶
レ
ム
口
と
の
二
致
の
み
。
」
（
太
閤
記
自
序
」
）
 
 

と
い
う
ふ
う
に
「
天
」
と
い
う
言
糞
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
部
分
 
 

に
も
見
え
る
「
天
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

同
じ
朱
子
学
を
身
に
付
け
た
二
人
の
「
壬
辰
倭
乱
」
の
著
述
に
出
た
 
 

「
天
」
の
概
念
と
特
性
を
究
明
・
比
較
し
て
み
よ
う
。
 
 

少
な
く
と
も
、
東
洋
三
国
に
お
け
る
「
天
」
と
は
単
に
天
空
を
意
味
 
 
 

1
．
「
天
」
と
朱
子
学
 
 

は
う
せ
ん
へ
ん
ぁ
く
 
 
 

褒
善
腔
悪
正
し
け
れ
ば
、
天
下
太
平
に
し
て
柴
久
な
り
と
か
や
。
故
 
 

に
秀
吉
公
の
事
も
、
善
を
善
と
し
悪
を
悪
と
し
記
レ
蔓
 
 

（
諸
将
の
伝
記
を
加
え
な
が
ら
）
同
志
之
人
は
後
の
世
の
亀
鑑
共
み
 
 

ゆ
る
し
も
し
、
慰
み
た
ま
へ
。
凡
て
和
国
の
く
せ
な
る
や
、
撃
道
正
 
 

（
川
）
 
 

し
か
ら
ざ
る
故
、
人
之
善
悪
を
記
し
お
き
後
人
之
戒
と
せ
す
。
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こ
の
よ
う
に
、
朱
子
は
「
天
」
を
道
徳
的
な
理
と
し
て
天
地
間
に
内
 
 

在
し
た
も
の
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
ん
な
「
天
」
の
性
質
は
諸
民
 
 

族
を
超
越
し
た
次
元
の
普
遍
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
異
国
と
の
戦
 
 

す
る
こ
と
で
終
わ
ら
な
い
。
朝
・
日
両
国
の
原
始
多
神
教
的
な
崇
拝
伝
 
 

統
の
中
で
も
、
太
陽
神
の
存
在
は
目
立
っ
た
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
漢
 
 

字
や
中
国
か
ら
の
思
想
の
伝
播
に
よ
っ
て
、
両
民
族
固
有
の
太
陽
神
を
 
 

「
天
」
「
天
神
」
「
天
帝
」
「
天
腰
大
神
」
な
ど
で
表
記
し
た
り
、
外
来
の
 
 

思
想
そ
の
ま
ま
使
っ
た
り
し
て
き
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
天
」
の
内
容
 
 

は
主
に
中
国
か
ら
の
儒
・
仏
・
道
教
な
ど
の
理
論
と
民
族
古
来
の
信
仰
 
 

が
融
和
・
対
立
し
な
が
ら
、
歴
史
的
に
変
遷
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
朱
子
学
者
で
あ
る
柳
成
龍
と
甫
魔
の
「
天
」
の
特
性
を
 
 

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
朱
子
学
に
お
け
る
「
天
」
の
特
性
を
述
 
 

べ
る
。
 
 

き
わ
 
 
 

す
な
わ
 
 
 

た
こ
 
 
 

只
だ
這
の
道
理
は
便
是
ち
天
理
と
な
る
こ
と
を
窮
め
得
る
を
要
す
。
 
 

い
え
 

お
の
ず
か
 
 

お
こ
 

聖
人
作
ら
ず
と
搬
ど
も
、
這
の
天
理
は
自
ら
天
地
の
間
に
在
響
 
 

（
朱
子
学
の
立
場
で
は
）
 
「
天
」
は
、
「
天
理
」
す
な
わ
ち
道
徳
的
 
 
 

こ
 
 

法
則
性
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
、
苗
代
の
「
帝
」
と
同
一
視
さ
れ
た
場
 
 
 

合
の
よ
う
な
、
祖
先
神
の
観
念
に
由
来
す
る
人
格
神
と
し
て
の
要
素
 
 

は
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
 
 

『
懲
碁
録
』
で
柳
成
龍
が
使
っ
て
い
る
「
天
」
を
並
べ
る
と
次
の
よ
う
で
 
 

あ
る
。
（
以
下
、
単
に
天
空
を
意
味
す
る
天
は
除
く
。
）
 
 

争
に
つ
い
て
の
「
天
」
ほ
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
 
 

‾
‾
■
 
 

終
致
二
恢
復
之
功
一
此
賓
天
也
非
二
人
力
之
所
㌃
至
 
 

守
。
 
 

也
。
 
 

心
 
 之

 
 

ヲ  に
な
っ
た
事
を
評
し
て
）
皆
此
一
戦
之
功
鳴
呼
鼓
晦
レ
方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ナ
リ
 
 
 

2
．
柳
成
龍
の
「
天
」
の
概
念
と
特
性
 
 

桐
定
些
拾
飴
感
画
一
 

ヲ
ル
シ
ヲ
キ
フ
ヲ
 
っ
た
事
を
評
し
て
）
以
旋
人
心
迎
天
兵
 
エ
 
ス
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ヲ
 
レ
 
ー
ー
 
●
ナ
リ
 
 
 
ス
 
 
 
 
ノ
 
 
 
エ
 
 
ル
 
 
（
‖
 
 
 

◎
（
李
舜
臣
 
 

ノ  
◎
余
 
 

⑧
 
 

⑳
唱
呼
。
 
 

師サもマ亦り＼  

レ  

せ  

上○‾上宗解  
執レ仁 ○  

ノ  

（
日
本
軍
が
平
壌
城
の
占
拠
の
後
、
そ
れ
以
上
進
攻
を
し
な
か
 
 

＝上ゴ  

遥ヲ竺7  
甚，  

の  

網フ即チ 井馳  
凱旋  
以ハ日  
補キ遠  

毒ヲ慧   

ノ
ヒ
シ
 
 

壬
辰
之
禍
惨
央
。
 
 

見
乃
梁
の
海
戦
の
勝
利
か
ら
日
本
軍
撃
退
が
可
能
 
 

ノ  

二  
リ
 
 
レ
 
●
 
 

ル
「
 
 

増
期
似
三
是
天
 
 

一
 
 

讐ヲヲ  

而恩ノニ   

－76－  

タ
ツ
ケ
ル
に
 
 

彗
二
 
 



序
の
④
の
天
は
、
戦
乱
の
惨
状
と
国
家
危
機
を
切
り
抜
け
た
結
果
に
 
 

つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
祖
宗
の
恩
沢
と
宣
祖
の
事
大
の
誠
 
 

に
よ
っ
て
民
衆
の
忠
誠
と
明
の
救
援
軍
の
派
通
が
で
き
、
そ
れ
で
朝
鮮
 
 

の
国
土
回
復
に
な
っ
た
が
、
そ
の
根
本
に
道
理
と
し
て
の
天
が
存
在
す
 
 

⑳
（
歳
星
（
木
星
）
が
尾
箕
（
燕
・
朝
鮮
の
分
野
）
 
に
位
置
を
占
 
 

め
た
こ
と
に
つ
い
て
の
重
視
の
解
釈
と
そ
の
後
の
都
城
の
落
城
と
回
 
 

－
1
ナ
ラ
ン
ヤ
シ
シ
ル
ハ
■
■
l
 
復
そ
し
て
秀
吉
の
病
死
を
評
し
て
）
斯
蓋
偶
然
哉
蓋
莫
レ
非
レ
天
 
 

也
（
哲
 
 

◎
（
乱
初
に
都
城
と
平
壌
城
が
陥
る
こ
と
を
示
す
怪
異
な
事
に
つ
 
 

「 

ル
「
ヲ
シ
ン
ヤ
 
 

ナ
り
 
 

い
て
）
 
天
之
示
レ
人
強
兵
聖
人
之
垂
レ
戒
深
莫
可
レ
不
レ
 
 

憾
哉
（
1
9
）
 
 

哉
〈
ほ
）
 
 
 

⑧
（
間
諜
の
金
順
良
を
処
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
不
レ
久
天
兵
 
 
 

シ
 
ノ
 
 
 
 
キ
 
ス
ル
 
ヘ
ノ
ミ
 
 
 
 
レ
 
 

レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
タ
ル
 
至
而
賊
不
知
蓋
其
類
該
散
故
耳
義
亦
事
磯
之
偶
然
 
 

軋
乱
レ
準
レ
万
古
也
（
け
）
 
 

ノ
ノ
 
 
 

㊦
（
戦
乱
の
き
ざ
し
に
つ
い
て
）
 
其
他
愛
惟
 
 

●
ノ
 
 
 
 
ル
 
 
；
 
シ
 
．
ウ
 
 
 
ナ
リ
ト
 
 
ー
【
 
 
 
ル
ノ
ミ
 
 

天
之
告
レ
人
可
レ
謂
深
切
而
特
人
不
レ
能
レ
 
 
シ
タ
 
 

小
川
 

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
柳
成
龍
は
乱
の
結
果
を
天
の
道
 
 

理
と
し
て
把
え
て
い
る
。
 
 

一
方
、
⑳
、
◎
、
⑳
、
⑥
の
天
は
乱
申
の
事
件
に
動
的
に
作
用
し
て
 
 

い
る
。
⑧
で
日
本
軍
が
平
壌
か
ら
先
へ
の
進
攻
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
 
 

天
の
力
に
よ
る
も
の
で
、
◎
の
宣
祖
に
奉
呈
す
る
文
書
で
は
、
明
の
救
 
 

援
軍
の
た
め
の
軍
糧
の
適
時
到
着
を
朝
鮮
の
中
興
の
運
を
賀
け
る
天
の
 
 

動
的
作
用
と
し
て
認
め
て
い
る
。
◎
で
国
土
回
復
の
基
盤
と
し
て
李
舜
 
 

臣
の
勝
利
は
天
の
助
け
で
あ
り
、
⑤
で
も
間
諜
の
処
断
で
日
本
軍
が
朝
 
 

鮮
側
の
動
き
を
知
ら
な
か
っ
た
の
を
天
の
助
け
だ
と
認
め
て
い
る
。
な
 
 

お
、
㊦
の
天
は
乱
の
前
に
き
ざ
し
で
乱
の
発
生
を
、
◎
の
天
は
乱
の
初
 
 

に
怪
事
で
都
城
・
平
壌
城
の
落
城
を
、
共
に
人
格
性
を
持
っ
て
、
人
々
 
 

に
知
ら
せ
て
い
る
。
 
 
 

⑳
は
戦
乱
の
結
果
と
し
て
秀
吉
の
死
と
国
土
回
復
は
天
の
意
だ
と
い
 
 

う
こ
と
で
、
結
果
を
道
理
と
し
て
認
識
す
る
と
い
う
点
は
⑳
の
天
と
通
 
 

じ
て
い
る
。
 
 
 

皆
、
「
天
」
と
い
う
言
葉
で
表
魂
さ
れ
て
い
る
が
、
⑧
か
ら
◎
ま
で
の
 
 

天
は
動
態
的
な
性
質
と
し
て
「
天
佑
」
と
か
「
天
の
助
け
」
と
、
⑨
と
 
 

⑳
は
道
理
と
い
う
静
態
的
な
天
と
し
て
「
天
道
」
と
「
天
命
」
と
言
い
 
 

替
え
る
こ
と
が
で
き
響
 
 
 

更
に
、
柳
成
龍
に
お
け
る
天
の
性
質
を
乱
申
と
乱
後
に
分
け
て
そ
の
 
 

特
性
を
究
明
し
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
⑧
か
ら
◎
ま
で
の
乱
前
と
乱
申
の
天
は
、
各
事
件
ご
と
に
朝
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鮮
の
味
方
と
し
て
動
的
に
働
い
て
い
る
と
信
じ
る
超
越
的
存
在
で
あ
る
。
 
 

外
侵
の
中
で
朝
鮮
民
族
を
救
う
存
在
と
し
て
の
天
に
対
す
る
観
念
は
、
朝
 
 

鮮
の
民
族
信
仰
で
あ
る
「
ハ
ヌ
ニ
ム
h
a
n
w
n
i
m
」
崇
拝
の
延
長
線
上
に
あ
 
 

る
と
思
う
。
 
 
 

も
と
よ
り
、
そ
れ
は
朝
鮮
古
来
の
自
然
神
、
即
ち
光
と
熱
と
光
明
を
 
 

く
れ
る
「
太
陽
神
と
し
て
の
ハ
ヌ
ニ
ム
」
に
対
す
る
崇
拝
で
始
ま
り
、
他
 
 

国
と
線
を
引
く
朝
鮮
固
有
の
伝
統
信
仰
に
な
っ
て
き
撃
「
ハ
三
ム
」
 
 

と
い
う
吾
妻
は
、
天
空
を
意
味
す
る
固
有
語
の
「
ハ
ヌ
ル
」
に
尊
称
接
 
 

尾
語
「
ニ
ム
」
の
付
い
た
形
で
あ
る
。
「
ハ
ヌ
ル
」
の
語
源
は
「
大
き
い
 
 

（
2
3
）
 
 

範
」
を
意
味
す
る
「
ハ
ン
ア
ル
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
ハ
ヌ
ニ
ム
を
、
朝
鮮
の
全
て
の
精
霊
を
超
越
し
た
唯
一
絶
対
神
 
 

と
し
て
大
自
然
界
の
万
事
ば
か
り
で
な
く
人
間
界
の
生
死
禍
福
と
豊
作
、
 
 

戦
勝
な
ど
を
主
宰
す
る
最
高
神
と
し
て
信
じ
歴
史
的
に
「
ハ
三
 
 

ム
」
と
い
う
固
有
語
は
漢
字
の
流
入
で
、
上
帝
・
天
帝
、
天
又
は
神
と
 
 

表
記
し
た
が
、
高
麗
時
代
で
は
「
天
富
」
と
記
し
て
中
国
の
概
念
と
区
 
 

】
覗
【
 
 

別
し
よ
う
と
も
し
た
。
が
、
次
第
に
「
天
」
と
統
一
さ
れ
、
そ
の
中
で
 
 

は
伝
統
と
外
来
の
概
念
が
混
在
し
た
敬
天
恩
想
に
な
る
。
 
 
 

い
か
に
徹
底
し
た
朱
子
学
者
の
柳
成
龍
で
あ
っ
て
も
、
外
国
の
侵
略
 
 

に
よ
る
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
は
動
的
な
助
け
と
し
て
の
超
越
 
 

的
存
在
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
朝
鮮
の
危
機
と
苦
痛
 
 

ま
で
も
朱
子
学
的
な
天
の
道
理
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
民
族
 
 

信
仰
の
ハ
ヌ
ニ
ム
と
し
て
の
天
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

又
、
巫
俗
的
祭
天
行
事
に
反
対
し
て
き
た
正
統
朱
子
学
者
の
一
人
と
 
 

】
棚
n
 
 

し
て
、
平
壌
で
苗
朝
鮮
・
箕
子
朝
鮮
二
高
句
麗
の
建
国
始
祖
神
で
あ
る
 
 

（
2
7
）
 
 

壇
君
・
箕
子
・
東
明
王
に
雨
乞
い
の
祭
を
さ
せ
た
の
も
伝
統
的
敬
天
恩
 
 

想
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
だ
ろ
う
。
 
 
 

つ
ま
り
、
乱
中
の
天
は
伝
統
的
敬
天
思
想
、
即
ち
ハ
ヌ
ニ
ム
と
し
て
 
 

朝
鮮
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ヌ
ニ
ム
は
朝
鮮
民
族
の
固
有
衣
裳
で
 
 

あ
る
＜
韓
服
＞
を
着
て
い
た
と
言
え
る
。
朱
子
学
の
天
と
は
違
う
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

二
番
目
に
、
④
と
⑳
の
乱
後
の
結
果
認
識
に
つ
い
て
は
天
の
道
理
と
 
 

し
て
把
え
て
い
た
。
④
の
祖
宗
の
恩
沢
と
国
王
の
誠
、
⑳
の
国
王
の
意
 
 

は
天
と
繋
が
れ
て
、
乱
の
結
果
を
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
底
 
 

に
超
越
的
存
在
の
内
在
を
認
め
ら
れ
る
が
、
把
え
方
は
道
理
と
し
て
し
 
 

て
い
る
。
そ
の
道
理
を
成
す
軸
は
天
と
国
王
で
あ
る
。
祖
宗
の
恩
沢
と
 
 

い
う
祖
先
神
の
よ
う
な
観
念
も
見
え
る
が
、
そ
れ
も
王
統
と
い
う
国
王
 
 

を
中
心
と
す
る
こ
と
と
し
て
の
天
と
の
結
び
付
き
で
あ
る
。
国
王
と
天
 
 

と
の
連
結
は
儒
教
の
全
般
に
根
深
く
存
在
し
て
い
る
認
識
で
あ
る
。
 
 

テ
レ
プ
チ
カ
 
 
柳
成
龍
は
宜
祖
の
避
難
を
見
て
「
国
家
棄
レ
我
為
我
輩
何
侍
 
 

マ
ン
 
 
（
2
8
）
 
 

而
生
也
」
 
と
痛
実
す
る
百
姓
の
文
句
を
載
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
 
 

国
王
は
即
ち
国
家
で
あ
る
と
い
う
王
朝
国
家
観
の
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
 
 

り
、
天
－
国
王
＝
国
家
－
百
姓
と
い
う
構
造
の
上
で
、
朝
鮮
の
国
土
回
 
 

復
を
天
の
道
理
と
し
て
把
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

結
局
、
壬
辰
倭
乱
に
つ
い
て
の
柳
成
龍
の
天
の
特
性
は
朝
鮮
の
ハ
ヌ
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壬
辰
倭
乱
を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
る
『
太
閤
記
』
第
十
三
・
十
四
・
十
 
 

五
巻
で
甫
庵
が
使
っ
て
い
る
天
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

ニ
ム
と
儒
教
的
な
天
の
二
重
的
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
異
民
族
の
侵
略
 
 

と
戦
乱
の
惨
状
を
天
の
道
理
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
朝
鮮
の
 
 

儒
学
者
と
し
て
、
当
然
の
二
重
性
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
更
 
 

に
、
ハ
ヌ
ニ
ム
と
し
て
の
天
は
勿
論
、
道
理
と
し
て
の
天
も
朝
鮮
の
歴
 
 

史
的
現
実
の
上
で
は
∧
韓
服
＞
を
着
た
民
族
的
な
も
の
に
な
る
。
 
 

①
（
朝
鮮
か
ら
帰
国
さ
せ
ら
れ
た
瀬
川
采
女
正
が
妻
と
一
緒
に
秀
 
 

吉
に
申
し
上
げ
る
文
句
）
憲
に
萬
人
の
か
な
し
び
を
助
ん
た
め
に
、
天
 
 

（
3
0
）
 
よ
り
天
下
の
君
を
立
、
民
の
父
母
と
な
し
給
ふ
 
 
 

は
み
て
る
を
に
く
ん
で
 

け
ん
に
さ
い
は
い
す
 

け
ん
を
よ
み
ん
す
 
 

而
 
福
レ
謙
 
人
 
道
 
悪
レ
盈
 
而
 
好
レ
謙
と
か
や
 
 
 

①
（
朝
鮮
出
兵
の
日
本
内
基
地
で
あ
る
名
護
屋
城
普
請
に
つ
い
て
 
 

●
は
み
て
る
を
か
い
て
 
 

の
老
人
ら
の
秀
吉
へ
の
誹
諺
の
申
で
）
易
日
、
方
道
顧
滴
、
 
 

は
み
て
る
を
が
い
し
て
 
 

け
ん
に
つ
た
ふ
 
 

は
み
て
る
を
へ
ん
じ
て
 
 

け
ん
に
え
き
す
 
 

而
益
レ
儲
、
地
道
攣
‰
皿
、
而
 
流
し
闇
、
鬼
神
害
レ
盈
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
「
 
 

⑥
（
朝
鮮
に
出
兵
し
た
采
女
正
に
送
っ
た
妻
の
手
紙
が
秀
吉
の
目
 
 

に
と
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
評
）
天
命
の
正
し
く
あ
 
 
 

3
．
小
瀬
甫
庵
の
 
「
天
」
 
の
概
念
と
特
性
 
 
 

○  
旬
塔
内
 
 

①
で
天
道
は
、
朝
鮮
出
兵
の
た
め
の
ほ
ん
の
仮
の
城
で
あ
る
名
護
屋
 
 

城
の
最
上
等
の
設
備
の
工
事
に
つ
い
て
、
特
に
秀
吉
を
批
難
す
る
論
理
 
 

と
し
て
『
周
易
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
天
地
の
神
々
の
 
 

神
罰
に
対
す
る
説
明
と
し
て
、
満
つ
れ
ば
廉
く
道
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
 
 

朝
鮮
出
兵
そ
れ
自
体
に
対
す
る
批
判
や
評
価
ほ
見
え
な
い
が
、
得
意
の
 
 

絶
頂
に
あ
る
秀
吉
の
前
途
を
暗
示
し
て
い
る
。
 
 
 

③
の
天
は
、
統
治
者
と
し
て
秀
吉
を
立
て
る
と
い
う
動
的
に
働
く
超
 
 

越
的
存
在
で
あ
る
。
⑥
の
天
命
は
、
心
正
し
く
誠
実
で
夫
を
思
う
心
に
 
 

偽
り
が
な
か
っ
た
采
女
正
の
妻
に
、
必
ず
報
い
る
天
の
計
ら
い
で
あ
る
。
 
 
 

①
で
、
天
は
理
と
い
う
絶
対
性
が
あ
り
、
そ
の
理
に
よ
っ
て
天
命
は
 
 

動
的
な
因
果
応
報
の
賞
罰
作
用
を
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
に
出
陣
 
 

さ
か
ら
じ
ん
よ
く
 
 

し
て
「
理
義
に
逆
ひ
、
人
欲
に
順
ひ
、
己
れ
を
利
せ
ん
事
を
、
幽
微
の
 
 

て
ら
ふ
 
（
3
3
）
 
 

内
に
た
く
ま
し
う
思
ひ
こ
め
、
外
に
は
士
の
格
を
街
」
 
大
友
義
統
ら
 
 

り 

●
●
 
 

血
ハ
迦
二
に
あ
ら
ず
。
あ
き
ら
か
な
る
か
な
、
天
之
命
。
 
 

①
（
明
軍
の
攻
撃
で
平
壌
か
ら
退
却
す
る
小
西
行
長
を
待
ち
も
せ
 
 

ず
、
直
ち
に
撤
退
し
た
大
友
義
統
と
朝
鮮
で
卑
怯
な
行
動
を
し
た
他
 
 

●
●
 
 

の
武
将
へ
の
秀
吉
の
処
罰
に
つ
い
て
の
評
）
天
命
無
レ
私
に
因
て
、
か
 
 

く
秀
吉
公
亡
ぼ
し
給
ふ
。
全
く
公
の
亡
ぼ
し
給
ふ
に
非
ず
。
お
の
れ
 
 

●
と
 
理
に
逆
ふ
に
因
て
、
み
づ
か
ら
亡
ぶ
る
な
り
。
天
は
理
也
と
て
、
天
 
 

2
 
 

（
3
1
）
 
 

き
ら
か
な
る
事
、
黙
し
て
知
る
べ
し
。
 
 

（
3
）
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は
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
が
、
実
は
そ
れ
は
彼
ら
が
自
ら
も
た
ら
 
 

し
た
の
で
あ
る
。
秀
吉
は
天
命
を
成
す
た
め
の
代
理
者
の
よ
う
に
な
り
、
 
 

そ
れ
を
以
て
彼
の
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
壬
辰
倭
乱
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
天
の
使
用
は
見
 
 

え
な
い
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
へ
の
出
兵
に
よ
る
出
来
事
や
秀
吉
の
行
為
を
、
 
 

天
の
概
念
と
し
て
把
え
て
説
明
し
て
い
る
。
 
 
 

①
か
ら
㊤
ま
で
皆
、
道
理
と
し
て
天
の
概
念
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
 
 

中
で
③
の
天
、
⑥
の
天
命
、
㊤
の
天
命
は
動
態
的
で
人
格
性
を
持
っ
て
 
 

い
る
が
、
①
の
天
道
、
①
の
天
は
静
態
的
で
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
。
つ
 
 

ま
り
、
甫
庵
に
お
け
る
天
は
理
で
あ
り
、
そ
の
天
は
人
間
社
会
に
能
動
 
 

的
な
応
報
作
用
を
し
て
い
る
。
そ
の
天
の
作
用
は
朝
鮮
ま
で
及
ぶ
の
で
 
 

は
な
く
、
日
本
の
一
個
人
と
家
を
中
心
と
す
る
賞
罰
作
用
と
し
て
、
主
 
 

に
統
治
者
で
あ
る
秀
吉
の
行
為
を
正
当
化
す
る
説
明
原
理
に
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
①
で
ほ
秀
吉
の
滅
亡
ま
で
予
謝
で
き
る
ほ
ど
披
に
 
 

厳
し
い
批
判
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
理
と
し
て
の
天
道
の
使
用
は
 
 

示
唆
す
る
所
が
大
き
い
。
理
と
し
て
の
天
と
天
の
応
報
作
用
は
統
治
者
 
 

も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

か
な
ふ
 
 
王
侯
よ
り
士
庶
人
に
至
る
ま
で
、
治
世
の
長
短
は
、
天
意
に
合
と
 
 

委
冒
の
二
致
の
響
 
 

と
甫
庵
が
序
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
意
は
理
と
し
て
絶
対
性
や
普
 
 

遍
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
の
因
果
応
報
の
賞
罰
作
用
と
結
び
付
 
 

い
て
、
人
間
社
会
に
一
つ
の
啓
蒙
性
・
、
教
訓
牲
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
甫
 
 

庵
は
そ
れ
を
以
て
、
新
し
い
日
本
社
会
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
I
と
し
 
 

て
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
理
と
し
て
の
天
は
朱
子
学
的
な
も
の
だ
が
、
天
の
動
的
作
 
 

用
は
朱
子
学
で
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
甫
庵
に
お
け
る
天
ほ
、
朱
 
 

子
学
的
な
も
の
と
非
朱
子
学
的
な
も
の
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
 
 

（
恥
）
 
 

言
え
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
甫
魔
の
非
朱
子
学
的
な
天
ほ
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
 
 

か
。
 
 
 

そ
の
可
能
性
を
想
定
し
て
み
る
と
、
日
本
古
来
の
太
陽
神
崇
拝
と
そ
 
 

れ
に
関
わ
る
天
魔
大
神
崇
拝
、
戦
国
時
代
に
行
わ
れ
た
天
道
思
想
、
古
 
 

代
儒
教
の
天
の
概
念
、
仏
教
か
ら
の
「
諸
天
」
信
仰
と
因
果
応
報
説
、
道
 
 

教
の
天
命
思
想
、
キ
リ
ス
ト
教
の
デ
ウ
ス
概
念
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
そ
れ
ら
は
当
時
の
日
本
社
会
に
土
着
し
、
内
在
化
し
、
あ
る
 
 

い
は
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
概
念
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
甫
魔
の
天
が
Y
あ
る
一
つ
の
概
念
の
影
響
と
は
断
定
で
き
 
 

な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
は
当
代
の
日
本
人
の
認
識
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
 
 

内
に
あ
る
超
越
的
存
在
の
概
念
を
、
人
間
の
行
為
の
説
明
と
新
し
い
社
 
 

会
の
秩
序
の
た
め
の
次
元
で
用
い
て
い
る
の
は
違
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
 
 

，
つ
。
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そ
れ
で
は
『
太
閤
記
』
に
現
わ
れ
た
朝
鮮
出
兵
と
日
本
軍
に
つ
い
て
 
 

の
超
越
的
存
在
の
表
現
は
ど
う
で
あ
る
か
。
ま
ず
、
戦
争
を
起
こ
し
た
 
 

張
本
人
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
に
お
け
る
天
の
概
念
を
調
べ
て
み
よ
う
。
 
 

に
こ
く
は
う
す
べ
き
 
 

秀
吉
は
第
十
五
巻
の
．
「
大
明
勅
鹿
可
篭
報
一
之
傭
目
」
で
第
 
 

一
に
次
の
よ
う
に
言
い
張
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
わ
に
 
 

夫
日
本
者
神
国
也
。
（
中
略
）
 
予
之
慈
母
懐
胎
 
 

に
 
 
 
に
ち
り
ん
た
い
ち
う
に
い
る
垂
め
て
 
 

し
て
さ
う
し
に
つ
い
て
 
 
す
 
之
初
、
夢
預
摘
㍑
紬
中
一
摘
き
摘
橘
愕
摘
甥
士
－
ト
レ
 
み
一
 
 

之
。
日
、
天
一
日
。
徳
輝
禰
二
四
海
一
之
菩
瑞
也
。
 
 

に
し
く
や
に
ひ
を
ひ
を
し
 
 
 

ゆ
ゑ
に
ぴ
 
 
 

故
及
二
壮
年
一
、
夙
夜
憂
レ
世
愁
レ
囲
、
再
舎
復
一
明
於
 
 

に
す
を
よ
ろ
づ
よ
に
う
て
を
や
ま
ず
 
神
代
一
、
通
二
威
名
於
萬
代
一
、
恩
レ
之
不
≠
二
 
（
中
略
）
 
 

而
国
富
家
娯
民
得
二
其
所
、
心
之
弼
層
適
職
‥
暫
 
 

く
る
 
 

ず
が
に
●
 
 

非
二
予
カ
ー
天
之
所
レ
授
也
。
 
 
 

一
応
、
秀
吉
は
日
本
を
統
一
し
た
自
分
の
行
為
の
正
当
化
と
誇
示
の
 
 

た
め
に
天
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
国
時
代
か
ら
の
勝
利
者
・
 
 

支
配
者
は
天
道
に
叶
う
者
だ
と
い
う
「
天
道
思
想
」
と
似
て
い
る
。
 
 
 

4
．
（
キ
モ
ノ
）
を
着
た
「
天
」
と
（
韓
服
）
を
着
た
「
天
」
 
 

こ
の
よ
う
な
思
想
を
元
に
し
て
秀
吉
は
、
天
の
概
念
を
窓
意
的
に
拡
 
 

張
し
て
い
た
。
 
 
 

そ
れ
は
、
天
（
太
陽
）
 
に
よ
る
自
分
の
出
生
と
い
う
神
話
の
上
で
成
 
 

立
す
る
。
日
本
の
天
下
統
一
も
、
自
分
が
天
の
子
、
所
謂
「
日
輪
の
子
」
 
 

と
い
う
証
拠
に
な
る
。
更
に
、
天
下
の
概
念
は
拡
張
さ
れ
て
外
国
に
も
 
 

右
の
天
の
論
理
を
適
用
し
て
い
く
が
、
こ
こ
に
日
本
神
国
思
想
が
結
び
 
 

付
け
ら
れ
る
。
 
 
 

「
日
本
者
神
国
也
。
」
と
い
う
の
は
、
当
時
の
対
外
関
係
の
中
で
自
国
 
 

に
対
す
る
国
家
認
識
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
日
本
 
 

の
統
一
を
成
し
速
け
た
秀
吉
は
、
「
日
本
の
国
土
が
、
し
た
が
っ
て
人
民
 
 

V
拙
【
 
 

も
国
家
も
、
神
に
擁
護
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
神
国
思
想
を
、
日
本
古
 
 

来
の
独
特
の
国
家
観
と
し
て
対
外
的
に
立
て
て
い
る
。
 
 
 

明
使
に
つ
い
て
の
使
用
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
中
心
の
世
界
に
対
抗
 
 

す
る
秀
吉
の
強
力
な
日
本
自
主
意
識
の
表
出
で
あ
る
。
中
国
の
華
夷
思
 
 

想
に
対
す
る
日
本
の
新
華
夷
思
想
と
し
て
の
神
国
思
想
と
も
t
言
え
る
。
神
 
 

国
日
本
を
中
心
と
す
る
世
界
秩
序
へ
の
願
望
の
裏
付
け
と
し
て
も
、
彼
 
 

は
自
ら
日
輪
の
子
と
い
う
天
の
代
理
者
に
な
る
。
そ
ん
な
自
分
に
と
っ
 
 

人
と
社
会
に
対
す
る
超
越
的
人
格
神
が
存
在
し
、
そ
れ
が
人
間
の
 
 

道
徳
的
行
為
に
因
果
の
応
報
を
与
え
る
と
い
う
信
仰
は
、
戦
国
大
名
 
 

の
弱
肉
強
食
を
合
理
化
し
て
そ
の
威
勢
を
支
持
し
、
王
権
神
授
説
の
 
 

（
3
7
）
 
 

持
つ
役
割
を
さ
え
演
じ
た
。
（
傍
点
原
本
）
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予
や
托
胎
の
時
に
当
り
、
慈
母
日
輪
の
懐
中
に
入
る
を
夢
む
。
相
 
 
 

土
日
く
、
日
光
の
及
ぷ
所
頗
臨
せ
ざ
る
は
な
し
。
壮
年
必
ず
八
表
仁
 
 

（
調
）
 
 
 

風
を
聞
き
四
海
威
名
を
蒙
む
る
ほ
、
そ
れ
何
ぞ
疑
わ
ん
や
。
 
 

こ
の
よ
う
な
意
識
に
従
っ
て
、
実
際
、
朝
鮮
に
出
兵
す
る
よ
う
に
な
 
 

っ
た
が
、
そ
の
日
本
軍
は
秀
吉
の
天
命
を
遂
行
す
る
神
国
軍
と
い
う
性
 
 

格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
の
天
は
、
外
国
を
征
し
よ
う
と
す
る
 
 

神
国
日
本
の
天
命
の
遂
行
者
を
助
け
る
、
日
本
の
た
め
の
日
本
的
な
超
 
 

越
的
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
固
有
の
（
キ
モ
ノ
）
を
着
た
天
に
 
 

な
り
、
そ
の
天
は
軍
神
・
征
服
神
・
守
護
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
小
瀬
甫
庵
は
朝
鮮
出
兵
の
日
本
軍
の
神
と
し
て
、
八
幡
大
菩
 
 

薩
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
 
 
 

て
の
天
命
は
四
海
を
征
服
し
、
日
本
を
過
去
の
神
代
の
時
代
に
戻
す
こ
 
 

と
な
の
で
、
海
外
征
覇
の
一
環
と
し
て
朝
鮮
征
服
は
正
当
だ
と
い
う
名
 
 

分
論
に
立
っ
て
い
る
。
 
 
 

朝
鮮
出
兵
の
約
一
年
半
前
に
朝
鮮
通
信
使
に
与
え
た
外
交
文
書
も
同
 
 

じ
論
理
で
あ
る
。
 
 

此
度
も
八
幡
大
菩
薩
、
渡
海
し
給
う
て
、
守
護
神
と
な
ら
せ
給
ふ
 
 

一
じ
し
 
 

か
や
。
若
大
雨
な
か
つ
せ
ば
、
敵
送
り
な
ん
。
左
も
侍
ら
ば
危
き
事
 
 
 

以
上
、
柳
成
龍
と
小
瀬
甫
庵
の
天
の
概
念
は
二
重
性
を
持
っ
て
い
る
 
 

が
、
そ
れ
は
二
人
が
身
に
付
け
た
外
来
の
思
想
と
切
迫
し
た
自
国
の
現
 
 
 

こ
れ
は
、
日
本
軍
と
一
緒
に
朝
鮮
に
来
た
八
幡
大
菩
薩
が
大
雨
を
降
 
 

ら
せ
て
、
日
本
軍
を
無
事
に
昌
原
に
帰
陣
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
う
評
で
 
 

あ
る
。
こ
の
八
幡
神
が
戦
い
の
神
と
い
う
信
仰
は
日
本
に
古
く
か
ら
存
 
 

（
4
1
）
 
 

在
し
た
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

秀
吉
の
死
を
報
じ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
著
聞
に
、
秀
吉
は
「
シ
ン
ハ
チ
 
 

マ
ン
、
す
な
わ
ち
、
新
し
い
八
幡
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。
な
 
 

ぜ
な
ら
八
幡
は
往
昔
の
ロ
ー
マ
人
の
も
と
で
の
 
（
軍
神
）
 
マ
ル
ス
の
よ
 
 

V
抑
爪
 
 

う
に
、
日
本
人
の
問
で
は
軍
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
」
 
 

と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
神
格
化
の
面
も
あ
る
が
、
秀
吉
の
（
キ
 
 

モ
ノ
）
を
着
た
天
の
一
つ
の
具
現
だ
と
も
言
え
る
。
 
 
 

他
方
、
神
国
日
本
の
征
服
の
対
象
に
な
っ
た
朝
鮮
で
は
、
伝
統
的
な
 
 

民
族
信
仰
と
し
て
の
ハ
ヌ
ニ
ム
に
頼
っ
て
い
た
。
先
の
2
。
で
述
べ
た
 
 

よ
う
に
、
異
民
族
の
侵
略
か
ら
朝
鮮
を
助
け
て
く
れ
る
、
朝
鮮
の
（
韓
 
 

服
）
を
着
た
ハ
ヌ
ニ
ム
と
し
て
の
天
で
あ
る
。
こ
の
天
は
朝
鮮
半
島
の
 
 

主
宰
者
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

い
で
こ
 
 
 
（
4
0
）
 
 

も
や
出
来
ん
か
し
。
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実
の
上
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寧
ろ
、
両
国
間
の
戦
争
に
つ
い
 
 

て
は
、
朱
子
学
の
理
を
基
礎
と
す
る
普
遍
主
義
的
性
格
よ
り
、
強
い
自
国
 
 

へ
の
愛
着
を
表
出
し
て
い
る
。
壬
辰
倭
乱
に
お
い
て
の
分
け
目
の
合
戦
 
 

（
4
4
）
 
 

（
4
3
）
 
 

を
、
柳
成
龍
は
「
見
乃
梁
の
海
戦
」
と
、
甫
庵
は
「
碧
蹄
館
の
戦
い
」
 
 

と
い
う
ふ
う
に
自
国
の
勝
っ
た
戦
闘
に
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
食
い
違
 
 

い
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
天
」
の
使
用
に
も
明
ら
か
に
現
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

柳
成
龍
は
（
韓
服
）
を
着
た
ハ
ヌ
ニ
ム
概
念
を
通
じ
て
、
小
瀬
甫
庵
 
 

は
豊
臣
秀
吉
の
天
と
八
幡
神
の
よ
う
に
（
キ
モ
ノ
）
を
着
た
超
越
的
存
 
 

在
の
概
念
を
通
じ
て
、
壬
辰
倭
乱
を
把
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
民
族
 
 

と
の
戦
争
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
意
識
は
普
遍
性
の
あ
る
哲
学
か
ら
 
 

離
れ
、
自
国
中
心
の
超
越
神
に
対
す
る
信
仰
へ
傾
斜
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
 
 

得
な
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

傍
点
は
凡
て
引
用
者
に
拠
る
。
（
例
外
明
記
）
 
 

（
1
）
 
一
五
九
二
（
重
視
二
十
五
、
文
禄
元
、
万
暦
二
十
）
年
四
月
の
日
本
軍
 
 

の
釜
山
上
陸
か
ら
、
一
五
九
八
（
宣
祖
三
十
一
、
慶
長
三
、
万
暦
二
十
六
）
 
 

年
十
二
月
の
日
本
軍
の
完
全
撤
兵
ま
で
の
戦
争
を
本
稿
で
は
「
壬
辰
倭
乱
」
 
 

と
す
る
。
こ
の
戦
争
の
呼
び
名
は
、
朝
・
中
両
国
で
は
壬
辰
倭
乱
（
と
丁
 
 

酉
再
乱
）
、
壬
辰
倭
禍
な
ど
、
日
本
で
は
文
禄
・
慶
長
の
役
、
朝
鮮
役
、
第
 
 
 

一
次
・
二
次
朝
鮮
侵
略
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
底
本
と
し
て
、
『
慾
塩
録
』
は
コ
一
巻
本
」
の
日
本
復
刻
本
で
あ
る
「
元
 
 

禄
本
」
（
京
都
の
大
和
屋
伊
兵
衛
に
よ
っ
て
四
巻
で
発
刊
、
元
禄
八
（
一
 
 

六
九
五
）
年
、
東
大
所
蔵
）
を
、
『
太
閤
記
』
は
桑
田
忠
親
校
訂
の
「
太
 
 

閤
記
」
上
、
下
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
、
一
九
四
四
年
）
を
使
っ
て
 
 

い
る
。
以
下
、
巻
数
と
真
数
だ
け
を
記
す
。
 
 

（
3
）
 
朝
鮮
史
編
修
合
「
草
本
懲
悪
録
解
説
」
『
朝
鮮
史
料
叢
刊
第
十
一
、
草
 
 

本
懲
濫
録
』
所
収
（
朝
鮮
線
督
府
、
昭
和
十
一
年
、
京
城
）
参
照
 
 

撞
永
頑
「
懲
悪
録
の
持
つ
価
値
」
『
慾
濫
録
』
（
南
晩
星
諾
、
玄
岩
杜
、
 
 
 

一
九
七
〇
年
、
ソ
ウ
ル
）
参
照
 
 

（
4
）
 
『
詩
経
』
 
の
 
「
頚
」
部
の
 
「
小
盤
」
に
出
る
。
 
 

（
5
）
 
『
懲
悪
録
』
巻
一
の
序
、
一
り
、
二
オ
 
 

（
6
）
 
そ
の
精
神
は
序
の
終
わ
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

駄
巌
層
倦
憶
断
惚
之
恵
一
。
又
以
著
一
層
報
惚
無
触
嘉
一
云
 
ヲ
テ
ス
ト
シ
テ
ノ
ヲ
 
 
 

（
－
）
 
桑
田
忠
親
「
太
閤
記
に
就
い
て
」
『
太
閤
記
』
上
巻
所
収
 
三
〇
頁
か
 
 

ら
三
七
頁
ま
で
参
照
 
 

（
8
）
 
甫
庵
が
仕
え
た
主
君
は
池
田
勝
入
密
偵
興
、
豊
臣
秀
次
、
前
田
利
常
で
 
 

あ
る
。
著
述
に
は
『
十
四
経
発
揮
』
『
新
編
医
学
正
伝
』
『
東
垣
先
生
十
善
』
 
 

『
補
註
蒙
求
』
『
重
安
先
習
』
『
明
恵
宝
鑑
』
『
政
要
抄
』
『
信
長
記
』
な
ど
 
 

が
あ
る
。
 
 

（
9
）
 
『
太
閤
記
』
上
巻
 
六
一
頁
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（
1
0
）
 
同
右
 
六
二
五
 
 

（
1
1
）
 
書
川
幸
次
郎
他
云
中
国
文
明
選
3
、
朱
子
集
」
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
 
 

五
十
一
年
）
七
七
頁
 
 

只
要
窮
得
道
道
理
便
是
天
理
。
雄
聖
人
不
作
。
逼
天
理
自
在
天
地
間
。
 
 

（
1
2
）
 
尾
藤
正
英
「
天
の
思
想
」
F
日
本
宗
教
事
典
」
所
収
（
弘
文
堂
、
昭
和
 
 

六
十
年
）
五
〇
五
頁
 
 

（
1
3
）
 
r
懲
悪
録
」
巻
一
の
序
一
オ
、
一
り
 
 

（
1
4
）
 
同
石
 
巻
二
一
六
り
 
 

（
1
5
）
 
同
右
 
巻
二
一
八
オ
 
 

（
1
6
）
 
同
石
 
巻
l
一
ニ
ー
オ
 
 

（
1
7
）
 
同
右
 
巻
三
 
三
オ
、
四
り
 
 

（
1
8
）
 
同
右
 
巻
四
の
録
後
雑
記
、
一
二
り
 
 

（
1
9
）
 
同
右
一
三
オ
 
 

（
2
0
）
 
同
右
 
〓
ニ
ウ
 
 

（
2
1
）
 
東
洋
文
庫
の
『
懲
遊
録
』
（
朴
鐘
鳴
訳
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
三
 
 

頁
で
は
、
⑳
の
「
其
得
有
今
日
天
也
」
を
「
今
日
あ
る
を
得
た
の
は
天
〔
の
 
 

助
け
〕
で
あ
る
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
れ
は
乱
全
体
の
結
果
を
天
の
道
理
 
 

と
し
て
把
え
た
文
章
だ
か
ら
「
天
〔
の
助
け
〕
」
は
「
天
〔
の
道
理
〕
」
や
 
 

「
天
道
」
と
直
す
方
が
も
っ
と
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
2
2
）
 
金
敬
琢
「
ハ
ヌ
ニ
ム
観
念
敬
遠
史
」
『
韓
国
文
化
史
大
糸
Ⅵ
、
宗
教
・
 
 

哲
寧
史
』
（
高
大
民
族
文
化
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
、
ソ
ウ
ル
）
 
二
二
二
 
 

克
と
金
得
桟
三
韓
国
宗
教
史
」
（
白
岩
杜
、
一
九
六
三
年
、
ソ
ウ
ル
）
一
 
 

論
文
で
も
扱
っ
て
い
る
。
 
 

玉
懸
博
之
「
近
世
前
期
に
お
け
る
神
観
念
」
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
 
 

化
研
究
所
編
『
神
観
念
の
比
戟
文
化
論
的
研
究
』
所
収
（
講
談
社
、
昭
和
 
 

五
十
六
年
）
参
照
 
 

（
3
6
）
 
『
太
閤
記
』
下
巻
 
〓
ハ
八
、
〓
ハ
九
頁
 
 
 

′‾■ヽ  ／ 、    ′－■ヽ   ′■ヽ   ノ‾ヽ    （  

35 34 33 32 31 30 
ヽ＿／   ヽ■．／   ヽ－．′   ヽ J    ヽ J    ヽ J  

（
2
6
）
 
韓
永
愚
「
朝
鮮
前
期
性
理
学
派
の
社
会
超
済
思
想
」
r
韓
国
思
想
大
系
 
 

Ⅱ
、
社
会
・
超
済
思
想
篇
』
（
成
均
館
大
大
東
文
化
研
究
院
、
一
九
七
六
 
 

年
、
ソ
ウ
ル
）
七
四
頁
 
 

（
2
7
）
 
『
懲
盤
録
」
巻
二
、
十
り
 
 

（
2
8
）
 
同
右
 
巻
て
 
二
〇
オ
 
 

（
2
9
）
 
r
周
易
」
の
「
上
避
」
の
「
謙
」
に
出
る
。
 
 

〈（（  
25 24 23  

六
頁
参
肥
 
 
 

前
掲
「
ハ
ヌ
ニ
ム
観
念
敬
遠
史
」
一
三
一
賓
 
 
 

前
掲
『
韓
国
宗
教
史
」
四
二
頁
、
 
 
 

前
掲
「
ハ
ヌ
ニ
ム
観
念
螢
通
史
」
一
三
七
頁
 
 

『
太
閤
記
】
下
巻
 
七
五
頁
 
 

同
右
一
〇
九
頁
 
 

同
右
一
一
〇
真
 
 

岡
右
一
二
八
頁
 
 

同
右
一
二
八
真
 
 

岡
右
 
上
巻
の
序
 
五
八
貫
 
 

こ
の
よ
う
な
甫
庵
の
二
重
的
な
天
の
概
念
に
つ
い
で
は
玉
懸
博
之
氏
の
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（
3
7
）
 
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
学
派
の
思
想
」
 
 

「
日
本
思
想
大
系
2
8
、
藤
原
僅
商
、
林
羅
山
L
所
収
（
岩
改
書
店
、
一
九
 
 

七
五
年
）
四
三
五
寅
 
 

（
3
8
）
 
黒
田
俊
雄
r
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
」
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
）
 
 

三
二
八
頁
 
 

（
3
9
）
 
海
老
沢
有
道
「
豊
臣
秀
吉
の
日
本
神
国
観
」
三
鬼
晴
一
郎
編
「
戦
国
大
 
 

名
論
集
1
8
、
豊
臣
政
権
の
研
究
」
（
古
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
八
年
）
三
 
 

八
二
真
の
日
本
語
文
引
用
 
 

（
原
文
）
予
著
者
千
托
胎
之
時
 
慈
母
夢
日
輪
入
懐
中
 
相
土
日
 
日
光
 
 

之
所
及
 
知
不
照
臨
 
壮
年
必
八
表
聞
仁
風
 
四
海
蒙
威
名
者
 
其
何
疑
 
 

乎
 
 

李
爛
錫
r
壬
辰
戦
乱
史
し
（
新
現
賓
社
、
一
九
七
六
年
、
ソ
ウ
ル
）
一
 
 

六
五
九
京
 
 

（
4
0
）
 
r
太
閤
記
」
下
巻
 
〓
七
頁
 
 

（
4
1
）
 
中
野
幡
能
『
八
幡
信
仰
』
（
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
）
一
九
九
頁
参
輿
 
 

（
4
2
）
 
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
2
』
（
松
田
毅
て
川
崎
桃
太
訳
、
中
央
公
論
杜
、
 
 

昭
和
五
十
二
年
）
の
付
録
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
師
の
「
太
閤
秀
吉
 
 

の
臨
終
」
に
つ
い
て
の
報
告
」
 
の
中
で
、
三
三
二
頁
 
 

（
4
3
）
 
r
懲
盤
録
』
巻
二
 
二
一
貫
 
 

前
掲
『
壬
辰
戦
乱
史
』
三
〇
九
頁
で
は
「
潤
川
海
戦
」
と
い
う
。
 
 

（
4
4
）
 
「
太
閤
記
』
下
巻
一
四
六
、
一
四
七
頁
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